
 

  

 

 

 

登 録 番 号 ８１ 

登 録 日 平成２３年３月１日 

名 称 国立大学法人鹿児島大学 

代表者職名・氏名 学長 佐野 輝 

所 在 地 〒８９０－８５８０ 

鹿児島市郡元１－２１－２４ 

電 話 ０９９－２８５－７１１１ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ｱﾄﾞﾚｽ https://www.kagoshima-u.ac.jp/ 

業 種 その他（教育・研究・社会貢献・診療） 

業 務 概 要 ９学部，９大学院，大学病院，３機構，７学内共同教育研究施設，事務局等か

らなる教育・研究・社会貢献・診療を業務としている国立大学法人です。 

行 動 計 画 期 間 平成３１年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

行 動 計 画 の 

主 な 内 容 
目標 1）育児休業中及び育児休業からの復帰者へのキャリア継続支援 

〈対策〉 

・育児休業に関する相談体制を構築する。 

・育児休業中の職員へ定期的に情報を提供する。 

・育児休業復帰者へのスキルアップの支援（面談等）を行う。 

 

目標２）子どもを育てる労働者が利用できる事務所内保育施設の運営 

〈対策〉 

・各キャンパス内において，勤務形態に応じた保育施設の運営を行い，労働者

の働きやすい職場環境の整備を行う。 

                             

目標３）年次有給休暇取得の促進 

（計画期間終了時に取得率を２０％以上増加） 

〈対策〉 

・ワーク・ライフ・バランスの意識啓発を行い，平均取得日数の情報を掲示す 

るなど，取得の促進活動を行う。 

 

目標４）時間外勤務の削減のための具体的な取り組みを実施 

〈対策〉 

・定時退勤日等を設定し，業務改善の意識を促進する。 

 

目標５）若年層のインターンシップ等の就業体験を通じ，適正な募集・採用 

機会の確保 

〈対策〉 

・大学生のインターンシップを実施する。 

・特別支援学校等と連携を行い，就業体験を通じ，職種に応じた就労意欲を高 

め，採用機会を確保する。 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/


 

こんな両立支援に 

取り組んでいます 

■全管理職による「イクボス宣言」の実施 

 役員及び部局長等の管理監督者が一丸となって，自らも仕事と私生活のバラ

ンスをとり，働きやすい職場環境の形成に努めるため，イクボス宣言を行って

います。 

■事業場内に保育施設の設置 

事業場内に教職員を対象とした保育施設を設置し、終夜保育や病後児保育等

の保育支援を行っています。 

■ 看護休暇の設定 

小学校就学の始期に達するまでの子を看護するために、１年において５日の

範囲内の看護休暇を設けています。（２人以上の場合は、１０日） 

■ 介護休暇の設定 

要介護状態にある家族の介護等を行うために、１年において５日の範囲内の

介護休暇を設けています。（２人以上の場合は、１０日） 

■ 短時間勤務制度の導入 

小学校就学の始期に達するまでの子を育てる職員は、１日の勤務時間を５時

間４５分とする短時間勤務、又は１日の勤務時間の始め若しくは終わりにおい

て２時間を超えない範囲で３０分単位で勤務時間の短縮措置を設けています。 

■ 配偶者の出産時における男性職員休暇制度の導入 

妻の出産に伴う入院に付き添う男性職員に２日の範囲内、又、妻の産前産後

期間中に男性職員が育児に参加するために、５日の範囲内の特別休暇を設けて

います。  

■ 育児のための所定外勤務免除等制度の導入 

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する場合、深夜勤務・時間外勤務

の制限、所定外勤務の免除を受けることができる制度を設けています。  

■ 育児・介護支援制度の情報提供 

「育児・介護支援ガイド」（冊子）「育児・介護支援制度の案内」（リーフレッ

ト）の教職員への配布並びにホームページ上での情報の周知を図っています。 

■ ワーク・ライフ・バランス支援セミナー・介護支援セミナーの開催 

ワーク・ライフ・バランスや介護に関するセミナーを開催しています。  

 

 

さくらっ子保育園（桜ヶ丘キャンパス） さっつん保育園（郡元キャンパス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

               


